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1 北海道 北海道伊達市
伊達市地域資源活用型農業推進計
画

北海道伊達市の全域

本市の基幹産業である農業における「担い手不足」という課題の解決を図るた
め、スマート農業技術である環境制御型農業の導入による農作業の省力化・効率
化や、ＤＸを活用した遠隔指導栽培により新規就農者が参入しやすい環境を構築
するとともに、地域資源である間伐材を原材料として生産する木質バイオマスを
熱源として活用したカーボンニュートラルの取組を実践するため、地域資源活用
型農業施設（ハウス施設）を整備することで、持続可能な農業スタイルを確立
し、農業者人口の増加を図り、地域活性化を目指す。

地方創生拠点整備交付金

2 北海道 北海道福島町
福島町青少年交流・人材育成拠点
施設整備事業

北海道福島町の全域

北海道の中でも人口減少や少子高齢化が加速度的に進展する厳しい状況下にあっ
て、総合計画や総合戦略をまちづくりの基本として、こうした課題に取り組んで
きたが、人口減少傾向等に歯止めがかからない状況にある。
この様な状況を克服するため、これまで取り組んできた子育て支援策を等を継続
的に実施するとともに、本施設を整備することにより、全道・全国から若者を呼
び込み、短期・中期的に生活してもらい、福島町の魅力を肌で感じ愛着を持って
もらうことで、町内就業や交流人口の拡大を図り、人口減少の鈍化を目指すもの
である。

地方創生拠点整備交付金

3 北海道 北海道南幌町
南幌町子ども室内遊戯施設整備事
業

南幌町の全域

　南幌町の地域課題である「子育て環境の整備」と「人口減少・人口構造」対策
として、子育て環境の充実化を図るため、子ども達がいつでも安心して遊べる室
内遊戯施設を本町市街地に位置する都市公園内に整備する。札幌市近郊という地
理的優位性を活かし、町民だけでなく町外からも多くの誘客が見込まれ、本町の
知名度向上や子育て環境のPRにより、子育て世代の移住促進を図ることで、地域
課題の解決による地方創生の実現を目指す。

地方創生拠点整備交付金

4 北海道 北海道上川郡東川町
「全世代共生型“交流×活躍×健
康”プラザ」（仮称）整備プロ
ジェクト

北海道上川郡東川町の全域

誰でも入りやすく、一人で過ごす居場所とすることも、交流することもでき、多
様な活躍・しごと・健康づくり等のために使うことができ、オープンで、参加し
やすい全世代共生型かつ都市部等の企業人材も含めた、交流×活躍×健康の相乗
効果でウェルビーイングを高める複合型施設を整備することにより、多くの人が
集い、一人ひとりが個性と多様性を尊重され、それぞれの持つ能力を発揮し、誰
もが生き生きと暮らすことができる「生涯活躍のまち」を実現し、今後も人口を
維持し、将来にわたり活力のあるまちづくりを進めていく。

地方創生拠点整備交付金

5 北海道 北海道小平町
おびら和牛の和（ﾊｰﾓﾆｰ）と輪（ﾈｯ
ﾄﾜｰｸ）で広がる小平の未来と活力
創造プロジェクトⅡ

北海道小平町の全域

　おびら和牛繁殖センターに、分娩や哺乳など新たな機能を整備し、繁殖雌牛の
通年預託による一元集中管理システムの導入により、地域全体で高品質・効率的
な和牛生産の実現や畜産農家の労力軽減を図るとともに、新たな雇用の創出など
地域再生の足掛かりとなることを目指す。

地方創生拠点整備交付金

6 北海道 北海道津別町
地域・文化交流＋交通拠点整備で
まちなかの賑わい創出プロジェク
ト

北海道津別町の全域

津別町における地方創生を実現するために、地域資源を活用したコンパクトなま
ちづくりに取り組み、子育て世代や高齢者が安心してくらせる環境整備と雇用の
場を創出することによって、かつてのＤＩＤを中心とした現在の「まちなか地
区」の人口を可能な限り維持する。
豊かな自然環境と地域資源を活かし、津別町で働き、暮らしたいと思える活力あ
るまちづくりや、自然豊かな生活環境を次世代へ継承するとともに、誰もが安心
して暮らせる地域社会を目指すため、地方創生事業の一つである「まちなか再生
事業」として本施設整備に取り組む。

地方創生拠点整備交付金

7 北海道 北海道大空町
大空高校を核とした学びの交流拠
点整備事業

北海道大空町の全域

町立大空高校の魅力化の取組を活かし学校と地域との協働により町の未来を創る
人材を育成し、地域全体の魅力化を図っていくため「大空高校を核とした学びの
交流拠点」を整備し、高校生・地域人材・地域外の起業家や町内外の企業人材な
ど多様な人が交流する場を作ることで、地域外からの人材の還流の引き起こし、
関係人口の拡大や新たな就業機会の創出、将来の移住定住促進につなげ、多様な
人材を確保し、全世代がそれぞれの立場で身近な問題解決にとりくむことで、地
域の自治力向上と心豊かな住みよい環境づくりを実現する。

地方創生拠点整備交付金

8 青森県 青森県南津軽郡藤崎町
ふじさき健康ブランド創生スポー
ツ拠点整備事業

青森県南津軽郡藤崎町の全域

旧弘前実業高等学校藤崎校舎の体育館をリノベーションした人工芝の全天候型ト
レーニングセンターや陸上トラック・多目的グラウンドを整備し、デジタル技術
を活用しながら、あらゆる属性の住民の特徴に対応し、食生活改善プログラムを
融合したオールシーズンの新たなスポーツ健康プログラムを提供することで、ふ
じさき健康ブランドを確立する。また、プロアスリートをコンテンツとしたイベ
ントやパラスポーツを通じた障がい者と健常者の交流促進など、交流・関係人口
を拡大する施策を展開し、将来的に持続可能な地域社会の構築を目指す。

地方創生拠点整備交付金

9 岩手県 岩手県
陸前高田オートキャンプ場整備計
画

岩手県の全域

グランピング施設の建設やケビンのリノベーションによる高級感のある改修整備
を行い、テントの大型化やグランピング需要の増加など、キャンプ場に対する
ニーズの変化に対応できる集客力のある施設にする。併せて、センターハウスに
地域の特産品を販売できるスペースを整備し、地域の農林水産業や食品加工業の
新たな販路拡大を図るとともに、体験型観光コンテンツの提供など、地域の観光
関連事業者と連携できる施設となることで、利用者の観光消費額単価を上げ、観
光消費額の拡大を推進する。

地方創生拠点整備交付金

10 岩手県 岩手県岩手町
フューチャーセンターによるまち
なか交流拠点整備計画

岩手県岩手町の全域

中山間地域の岩手町が多くの関係者や地域を引き込み、地域内経済循環のシステ
ムを形成することを目的に、「フューチャーセンター」を設置する。
この場所は、地域内外の様々な立場の方が連携・協力し合って地域課題の解決や
中心市街地の活性化に取り組む活動の拠点としての役割を担い、また、「しごと
創造拠点」として新たな価値の創出の場として、地域で起業や創業を志す者を応
援する。同時に、本施設が中心市街地のセンターに位置し、多世代型交流拠点と
して賑わいの創出の役割も担い、地域活性化に資する象徴的な施設を目指す。

地方創生拠点整備交付金

11 岩手県 岩手県矢巾町
矢幅駅自由通路施設多目的ホール
賑わい創出計画

岩手県矢巾町の全域
町の中央に位置する「矢幅駅」に交流拠点を設け、矢巾町の産業観光及びまちづ
くりの情報発信を町内外に広く行い、地域の魅力と産業の紹介、交流人口の創出
を推進します。

地方創生拠点整備交付金

12 宮城県 宮城県多賀城市
文化の伝承・発信・創造による東
北随一の文化交流拠点化計画

宮城県多賀城市の全域

西暦７２４年、奈良時代の初めに東北地方を治める拠点として多賀城が創建され
てから蓄積されている価値・文化・交流の歴史を未来のまちづくりへ活かす「東
北随一の文化交流拠点」エリアの中心に位置する文化センターについて、ＩＣＴ
の活用等時代に合わせた機能強化を図ることで、地域の誇りと市民文化を育み行
動発信する市民の活躍の場、多様な人々が行き交う交流の場を形成し、定住・関
係人口を含めた誇りある地域文化・まちづくりの担い手を創出し、多賀城創建以
来１３００年間紡がれてきた都市としての魅力をより輝かせるもの

地方創生拠点整備交付金

13 宮城県 宮城県七ヶ宿町
小さな町からの農業観光の創出と
雇用創出プロジェクト

宮城県七ヶ宿町の全域

　雇用創出と町の知名度を上げるため、農業分野において若手の新規雇用者を主
軸に雇用創出を図り、付加価値の高い農産物を生産、販売し首都圏や仙台市を含
む都市部へ「七ヶ宿ブランド」の販売促進のため情報を発信する。また、農業体
験イベントを開催し地域の活性化と交流人口拡大を図る。

地方創生拠点整備交付金
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14 山形県 山形県

東北農林専門職大学（仮称）を活
用した農林業のデジタル実装研
究・研修拠点整備計画（第１次事
業）

山形県の全域

政府が提唱する「デジタル田園都市国家構想」も踏まえ、近年、激甚化する気象
災害や深刻化する担い手の不足といった東北地方の農林業が抱える課題を克服す
るため、研究・研修施設を整備し、当該施設を用いてデジタル技術の開発研究に
取り組み、対応技術を確立するもの。研究成果は、ICT技術で繋がった連携先の
東北６県の農林業経営体に直ちにフィードバックし、その地域適応性等を迅速に
把握できるようにするとともに、専門職大学が主催する研修会等の機会を通じ、
いち早く生産現場への技術普及を図る。

地方創生拠点整備交付金

15 山形県 山形県寒河江市
温泉を活用したチェリースポーツ
パーク拠点施設整備事業

山形県寒河江市の全域

配湯可能な源泉があるエリアの特性を活かし、スポーツ愛好家の拠点となる温泉
入浴機能とスポーツ愛好家への地域情報発信機能を併せ持つ新たな施設を整備
し、スポーツ愛好家の満足度を高めチェリースポーツパーク全体の魅力向上を図
るとともに、スポーツで訪れた国内外の観光客に向けて地域の魅力を発信する。
そして、既存スポーツインフラを活用し、自然・歴史・文化・特産物など市内に
埋もれている観光資源を組み合わせ、「スポーツツーリズム推進によるまちづく
り」の更なる推進を図る。

地方創生拠点整備交付金

16 山形県 山形県天童市
交流施設整備による交流人口拡
大・子育て支援・伝統産業の継承
及び発展計画

山形県天童市の全域

本市の干布地区は果樹栽培が盛んであり、「奥の細道紅花ロード」と称する村山
東部広域農道の中間に位置する。山寺（立石寺）の寺領であった本地区では、江
戸時代から紅花栽培が行われ、本地区を含む山形県村山地域は、当時日本一の紅
花産地として知られ、日本遺産「山寺が支えた紅花文化」に繋がった。この干布
地区に、「奥の細道紅花ロード」沿線における紅花栽培地となる地区や県内栽培
地との相互文化交流や県内・県外との交流人口の拡大及び本地区住民の活力向上
を図るため、（仮称）干布地域交流・活性化センターの整備を実施する。

地方創生拠点整備交付金

17 山形県 山形県白鷹町 白鷹町鷹山地区拠点施設整備計画 山形県白鷹町の一部（鷹山地区）

地場産品の付加価値向上と販売体制の多様化に向け、生産者自らが活動する拠点
として整備し、さらにゲストハウスや棚田などの地域資源を連携させたイベント
等を開催することにより地域外からの誘客を促進する。整備にあたっては薪ボイ
ラー等を導入し、木質バイオマス活用のモデル施設とする。また、施設内にWi-
Fi環境を構築し、オンライン会議やコワーキングスペースの設置による「転職な
き移住」等への対応を図る。これらの活動を通じて移住者や世代を超えた住民同
士の活発な交流を促し、地域課題解決に向けた活動の拠点とする。

地方創生拠点整備交付金

18 山形県 山形県庄内町
羽ばたくみんなの充電（パワー）
スポット事業

山形県庄内町の全域

立川総合支所に生じた空スペースのリノベーションを行い、地域活性化の拠点と
なる官民一体型複合施設を整備する。基本機能として、まちづくりセンター、地
域包括支援センター、学童保育、子どもの遊び場やカフェラウンジ、ブックスト
リート、貸しオフィス、コワーキングスペース、チャレンジショップを予定して
いる。町民と企業、行政が協働して、「安心安全の地域づくりの交流拠点」、
「地域の賑わい創出」、「経済効果の創出」等を図るものである。全館において
それぞれの事業や活動が円滑に進められるようWi-Fi環境の整備を行う。

地方創生拠点整備交付金

19 福島県 福島県いわき市
いわきFCと連携したスポーツによ
る地域の元気創造プロジェクト

福島県いわき市の全域

スポーツを地域の経済エンジンとして、フットボール系の大会・合宿を中心とし
たスポーツツーリズムの更なる促進による交流人口の拡大や地域経済の活性化、
また、観るスポーツの充実によるまちの魅力向上を図るため、ラグビー・サッ
カー専用スタジアムである「いわきグリーンフィールド」のプロスポ―ツ対応に
向けた改修を行うもの。

地方創生拠点整備交付金

20 福島県 福島県天栄村
てんえいふるさと賑わい創出プロ
ジェクト

福島県天栄村の全域

里山を背景に自然環境を大いに活かした敷地内に、道の駅としての存在意義であ
る地場産品直売による村の資源の全面的なＰＲの拠点とする。来訪者が、観光客
も地域住民も分け隔てなくその魅力を享受できるよう、多種多様な生鮮食品や加
工食品を幅広な価格帯で陳列し、村の一大商業施設としての機能を持つ施設を建
設する。
当拠点整備により、直売品の充実や集客率の向上による雇用確保と生きがいを創
出し、生涯活躍の場としての活用を図り、村全体を流動する新たな人の流れを生
み出すことで、地域活力を引き出す拠点施設とする。

地方創生拠点整備交付金

21 茨城県 茨城県常総市
「（仮称）道の駅常総」における
交流拠点施設整備事業

茨城県常総市の全域

道の駅を整備し賑わい創出を図ることで，交流拠点施設の形成を目指す。創出さ
れた交流人口を活かし地域経済活性化に繋げるため，地域資源の磨き上げや新た
な地域資源の創出，また，観光客受け入れ態勢の構築支援に取り組み，道の駅で
地域情報を発信し地域資源に繋げることで持続可能な観光地域を構築する。さら
に，道の駅を整備し活用することで，地場農産物のPR，地産地消の推進，道の駅
での加工品開発によるブランド化の促進，販売・流通の活性化を図り，農業の成
長産業化を実現する。

地方創生拠点整備交付金

22 茨城県 茨城県つくば市
廃校への自転車拠点・ジオパーク
中核拠点整備による地域振興プロ
ジェクト

茨城県つくば市、阿見町、石岡市、
潮来市、笠間市、かすみがうら市、
神栖市、桜川市及び土浦市の全域

茨城県つくば市の旧筑波町エリア中心地にある旧筑波東中学校を、観光等周辺産
業への経済波及効果をもたらす拠点として整備する。「自転車」と「筑波山地域
ジオパーク」をテーマにした施設を一体的に整備することで、集客を図り、旧筑
波町エリアからつくば市全体、さらには近隣自治体を含めた広域での地域振興を
図る。

地方創生拠点整備交付金

23 茨城県 茨城県阿見町
旧実穀小学校の跡地を核とした地
域交流拠点整備事業

茨城県阿見町の全域

本町が目指す「持続可能」なまちづくりには、地域の団体や人々のつなぎ役とな
りながら、地域課題を解決するための学習活動を促進し、生涯学習活動への参加
の機会を提供する地域コミュニティ施設が、住民の身近な場所に存在することが
必要不可欠である。閉校になった実穀小学校を幅広い世代が交流できるコミュニ
ティの拠点として整備し、閉校により失われた地域の交流を復活させ、さらに推
進する場として活用することで、地域力が持続され、人材育成に繋がり、本町の
「持続可能」なまちづくりに寄与する。

地方創生拠点整備交付金

24 茨城県 茨城県境町
河岸の街さかい復興プロジェクト
～(仮称)境町新ブランド研究開発
施設整備事業～

茨城県境町の全域

かんしょの保管、加工品の研究開発及び生産等を一気通貫に行う専用施設を整備
する。かんしょの高付加価値化に向け、干し芋だけでない新たな商品の開発研究
が通年で進むとともに、課題となっていた残渣の更なる活用も進むことで、かん
しょを余すことなく活用することが可能となり、農業において安定的に稼げる特
産物を確立することが可能となる。これにより、本町のみならずかんしょ生産地
域が抱えるかんしょの残渣の活用という課題を解決するモデルを構築すること
で、SDGｓ未来都市に認定されている本町の役割を果たすことにもつながる。

地方創生拠点整備交付金

25 茨城県 茨城県境町
河岸の街さかい復興プロジェクト
～（仮称）「境町ファクロジ」整
備事業～

茨城県境町の全域

地元特産品等を集荷管理、配送する機能、製品の組み立てなどの軽作業を行える
機能を兼ねそろえた施設を整備するとともに、農畜産業における配送等の負担を
軽減するため、定常運行している自動運転バスへの貨客混載を実施するための整
備を行う。これにより、本町の主要産業である農畜産業の振興やベンチャー等将
来的に有望な企業の誘致が図られることで、先述の目標が果たされるとともに、
農業、商工業、企業誘致、それを支える物流を一体とした本町における経済好循
環を維持していくことが可能となる。

地方創生拠点整備交付金

26 茨城県 茨城県境町
河岸の街さかい復興プロジェクト
～オリンピックレガシーを遺し活
用する拠点整備計画～

茨城県境町の全域

境町アーバンスポーツパークの隣に、BMXの専用施設を整備することで、パーク
全体を競技別、レベル別での効率的かつ安全に運営することが可能となる。ま
た、全日本大会やアーバンスポーツの総合国際大会である「FISE」等も招致可能
な基準も満たしており、2024年パリオリンピックに向けナショナルトレーニング
センターとしても活用可能な施設である。オリンピックレガシーを最大限活用す
ることで、新たな競技者の確保につながるほか、競技は行わないが施設を見学し
たい人など、様々な交流人口が本町を継続的に訪れることが期待される。

地方創生拠点整備交付金
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27 栃木県 栃木県
日光国立公園満喫プロジェクト拠
点強化計画

栃木県の全域

　日光自然博物館を自然、歴史、文化、アクティビティ体験等を一元化した地域
の核となる総合体験拠点として再整備し、令和３（2021）年10月に運用を開始し
たアクティビティ体験や景勝地、歴史・文化施設を結びつけることによりフィー
ルドに誘う「NIKKO MaaS」や県で構築したアクティビティ一元化サイトと連携し
ながら、奥日光地域の魅力を発信するとともに、民間企業、地域住民と連携強化
を図ることで、交流人口の増加、更には観光客等の地域での消費活動を促し、地
域の継続的な発展により地方創生の実現を目指す。

地方創生拠点整備交付金

28 栃木県 栃木県
林業・木材産業成長産業推進拠点
強化計画

栃木県の全域

　本事業は、林業から木材産業まで幅広い知識・技術を有する多様な林業人材の
確保・育成と、ICTなど未来技術を活用した最適な生産システムを確立する試験
研究を両輪で進めるため、その拠点を一体的に整備するものである。この拠点を
中心に、１年間の長期研修を含む人材育成プログラムと、生産性の比較検証を行
う試験研究を進めることにより、林業・木材産業の成長産業化の実現、ひいては
県内経済の成長につなげていく。

地方創生拠点整備交付金

29 栃木県 栃木県
スマートマルチマテリアル化支援
拠点強化計画

栃木県の全域

　技術支援機関である産業技術センターに、デジタル技術を活用しながらマルチ
マテリアル化技術による軽量・高強度部品等の開発を行うための拠点を整備する
ことで、県内ものづくり企業における新技術・新製品開発の取組や人材育成、ノ
ウハウ等の蓄積を支援し、「とちぎビジネスAIセンター」との相乗効果も狙いな
がら、県内企業の競争力強化と地方のデジタル実装の推進を図り、本県ものづく
り産業の更なる振興と安定した雇用の維持・創出を実現していく。

地方創生拠点整備交付金

30 栃木県 栃木県矢板市 体験型・滞在型周遊観光推進計画 栃木県矢板市の全域

　市北部にある八方ヶ原において、四季を通じ様々な体験が出来る観光地づくり
に向け、官民連携にて若手経営者による事業参入を後押し、八方ヶ原で唯一の交
流拠点である山の駅たかはらを、新たな誘客にシフトした機能強化を図る。
　さらに、他の観光施設との連携により観光客を八方ヶ原へ誘導し、本市の観光
を一過性から通年・滞在へ、点から面への観光誘客へ転換していく。
　これらの取組を通して、市内の人材が地域創生に熱意を持って主体的に事業に
関わり、地域経済を循環していく「矢板創生」モデルを実現する。

地方創生拠点整備交付金

31 群馬県 群馬県
Gunma Innovation 2　Floors
From　The　Top Floor整備事業

群馬県の全域

　群馬県庁31階のフロアに、様々な分野でチャレンジする人や企業を呼び込み、
交流を通じた新たな価値の創造の支援を強化するために、Ｄ２Ｃ（Direct to
Consumer）等を展開するマーケットスペースと、農畜産物のキッチン調理等によ
る、食を通じたウェルビーイングの発信機能を新たに整備し、32階の官民共創ス
ペースとの連携を図りながら、相乗効果を生み出しつつ公共施設をより有効に活
用することで、「若者の活躍の場」「居心地のよいまちなか」を創出し地域の活
性化と県民所得の向上につなげていく。

地方創生拠点整備交付金

32 群馬県 群馬県 主要農作物原種生産施設拠点整備 群馬県の全域

付加価値の高いパン・中華麺用小麦への転換及び生産拡大により、農業所得の向
上と産地の維持振興を図るとともに、県産パン用小麦を用いたオリジナル商品の
開発、ブランド化により、生産、加工、流通、小売等、地域の様々な主体が協働
し、全国有数の麦作県としての地域資源を活かした地域活性化を実現する。
それにより、高付加価値な農業への転換を図り、雇用を維持・創出する。

地方創生拠点整備交付金

33 群馬県 群馬県吾妻郡嬬恋村
コミュニティを支援する交流拠点
整備事業

群馬県吾妻郡嬬恋村の全域

農家自身が根菜類や豆類を持ち込み、干し芋、豆腐・納豆の製造やジャガイモ加
工品等を製造して、農産物等直売所で販売したり飲食店で提供することにより、
年間を通じた所得の安定を目指す地域農産物加工室や村民を講師とした加工品製
造の体験会や学習会を催して、関係人口の増加を図りつつ移住定住の促進を図る
コミュニティー室。また、浅間山火山災害時の土石なだれ跡や延命寺史跡が残る
自然環境エリアが眺望できるデッキテラスを整備する。併せて、自家用車での来
訪者が利用できる駐車場を併設整備する施設増築事業。

地方創生拠点整備交付金

34 群馬県 群馬県吾妻郡嬬恋村
「歴史災害からの復興」拠点整備
事業

群馬県吾妻郡嬬恋村の全域

団体でのワークショップの実施ができる作業スペース、巡回展受入や村民提案に
よる展示などに対応できる企画展示室、発掘調査による出土品や発掘そのものを
解説する展示を行う展示室、ガイド人材の育成のための研修室などの役割を兼ね
た研修スペースを整備する。また、火起こし体験や石臼体験の実施は、天候によ
り実施の可否が左右されてしまうため、ピロティ部分に難燃性、耐久性に優れた
上部ポリカーボネート樹脂折板屋根を設置することにより天候に関係無く体験で
きるよう整備を行う。

地方創生拠点整備交付金

35 群馬県 群馬県川場村 川場村むらの学習館整備計画 群馬県川場村の全域

　小中学生を対象とした「村の歴史や伝統、特色などの知識に裏打ちされたふる
さとへの強い愛着心と自らふるさとを支えていこうとする意欲」を醸成させ、将
来故郷を自分の力で支えていこうとする「川場村ふるさと人材」育成事業のさら
なる推進と、高校生の学力向上と大人の学ぶ場としての学習スペース、子育て世
代の交流の場を兼ね揃えた施設を整備することにより、将来のＵターン者の増加
と様々な分野で活躍できる人材の育成を目指す。

地方創生拠点整備交付金

36 群馬県 群馬県川場村 川場村交流ホール整備計画 群馬県川場村の全域

　農林業従事者や村内の民間企業の農作物や商品等を展示したり品評会を実施す
ることにより、品質の向上と情報交換を図り、さらに販売をすることにより情報
や物が村内で循環し住民相互の活性化が期待できる。
　村が協力して開催しているスポーツ大会や、村主催の各種イベントの会場の一
部としてフリーマーケットや民間企業の販売会場として使用することで参加者や
訪問者の増加が期待でき、イベントの規模拡大と村のにぎわいの創出を目指す。

地方創生拠点整備交付金

37 神奈川県 神奈川県秦野市
農と人をつなぐ地域活動拠点魅力
向上プロジェクト

神奈川県秦野市の全域

広域からの交通利便性が飛躍的に向上する新東名高速道路の全線開通を契機とし
た観光振興等の地域活性化が大いに期待される中、令和２年度に策定した「表丹
沢魅力づくり構想」に基づき、地域の人材や地場産品の活用により、地域活動を
活性化させ、魅力発信、地域と来訪者の交流創出を通した、地域への愛着や誇り
の形成、魅力的なスローライフの発信拠点である地域活動拠点の一つである「田
原ふるさと公園」の魅力向上に向けた施設改修を行い、将来に亘る地域人材活用
地域への愛着等の形成を目指す。

地方創生拠点整備交付金

38 神奈川県 神奈川県湯河原町
スポーツを通じた関係人口の創出
計画

神奈川県湯河原町の全域

湯河原町総合運動公園に自然の地形を活かした、「パークゴルフ場」を整備し、
町内の利用者からは地域住民のコミュニケーションの場、多世代交流ができるス
ポーツ施設として利用され、町外利者からも人気があり年々利用者が増加してい
たが、ここ数年は伸び悩んでいた。そこで、スポーツを楽しむ上で不可欠な要素
である利用者の安全・安心の確保のためにコミュニティスペースを兼ね備えた休
憩施設を整備し、地域の人と交流をする場を創出することで、地域の人々と関わ
る人々を増やし、関係人口の創出・拡大を図る。

地方創生拠点整備交付金

39 新潟県 新潟県新発田市
大倉喜八郎別邸「蔵春閣」移築及
び利活用による新発田駅前エリア
活性化プロジェクト

新潟県新発田市の全域

当市出身の実業家である大倉喜八郎の別邸の一部である「蔵春閣」が当市に移築
されることに伴い、拠点施設としての機能・魅力向上を図り、「動態保存」の考
え方に基づく多目的な利活用方策を可能とし、官民連携による賑わい創出の起爆
剤とすることに加え、新発田駅前の新たなランドマークとして、月岡温泉など多
方面からひとの流れを創出する受け皿とすることで「まちの賑わいの創出（ひと
の流れ・中心市街地活性化）」を実現する。

地方創生拠点整備交付金
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40 新潟県 新潟県新発田市
天王小学校空き校舎リノベーショ
ン事業

新潟県新発田市の全域

令和２年度末に閉校となった天王小学校の空き校舎を貸しオフィスに転用し、校
舎内の教室等を複数の企業に貸し出すシェアオフィス型施設として運営すること
で、ＩＴ関連や研究開発といった先端産業にターゲットを絞った企業誘致を進
め、それらの企業の市内定着を図ることにより、若者が魅力を感じる多様な就労
環境や雇用機会の創出を実現する。

地方創生拠点整備交付金

41 富山県 富山県
とやま介護ロボット・ICT普及セン
ター(仮称）施設整備計画

富山県の全域

本施設を整備し、介護ロボット・ＩＣＴ等の展示や研修、相談窓口の設置等によ
り普及啓発に取り組み、県内介護事業所におけるロボット等の積極的導入を促進
することで、事務の効率化や介護従事者の負担軽減による職場環境の改善や福祉
サービスの質の向上を図るとともに、介護分野の新たな人材の確保を目指す。ま
た、介護ロボット等のヘルスケア分野機器の開発に取り組む県内企業に対する相
談対応、県内福祉事業所とのマッチング支援を行い、県内における介護ロボット
等の開発を促進し、県内の福祉サービスの更なる充実を目指す。

地方創生拠点整備交付金

42 富山県 富山県朝日町 不動堂周辺施設再生構想計画 富山県朝日町の全域

朝日町の豊かな自然と歴史・文化、観光資源など多彩な地域資源を活用し、不動
堂周辺を「歴史と文化の薫り漂う“ふるさと”ゾーン」と位置づけ、その拠点施
設として、新美術館を整備することで、「新たな雇用・集客・収益」を生み出
す。また、拠点施設一帯を「ゾーン化」することで、「新たな人の流れ」の創出
につなげる。町の名称にもなっている名峰「朝日岳」や国指定「不動堂遺跡」が
望める絶景の地に美術館が移転することにより、ふるさと意識の高揚ややすらぎ
空間がもたらされ、”ふるさと“らしい農村にある美術館に生まれ変わる。

地方創生拠点整備交付金

43 石川県 石川県加賀市
加賀市イノベーションセンター整
備事業

石川県加賀市の全域

本市が目標とする「いつまでも市民や加賀市を訪れるすべての「人」に、加賀市
を選んでもらえる、「人」にあふれた賑わいのあるまち」を実現するため、市内
産業の強靭化・活性化と新たな産業の集積及び関係人口創出による移住定住増加
に寄与する拠点として、「加賀市イノベーションセンター」を整備する。

地方創生拠点整備交付金

44 福井県 福井県あわら市
道の駅「蓮如の里あわら」整備事
業

福井県あわら市の全域

あわら市の北部エリアにおける核となる拠点として、優れた地域資源を有する吉
崎に、道の駅自体や地域資源で楽しむことのできる「目的地」となる道の駅を整
備し、観光振興による交流人口・関係人口の拡大及び地域消費の拡大を図る。ま
た、「北陸新幹線芦原温泉駅周辺 」「あわら温泉街」「吉崎」の３地点の連携
による市内回遊性の強化により、新幹線駅開業による地域活性効果の市内全域へ
の波及につなげる。

地方創生拠点整備交付金

45 山梨県 山梨県
愛宕山こどもの国自然体験拠点整
備事業

山梨県の全域

保育所等の施設や保護者が、子どもに対して、安心・安全で、気軽に自然体験活
動をさせられるよう、甲府市街地近郊に位置しアクセス環境がよく、県民に馴染
みの深い里山（愛宕山）の中に、自然体験拠点施設を整備する。
・管理研修棟の建築（工作体験室、授乳室や救護室等の機能を備えた施設の建
築）
・キャンプ場管理棟及び炊事棟の建築（自然体験活動の用具貸出やシャワー室、
救護室等の機能を備えた施設や、炊事体験ができる施設を建築）

地方創生拠点整備交付金

46 山梨県 山梨県都留市
都留市探究型学習塾・市民大学×
デジタル人材育成を通じた地域課
題解決人材育成プロジェクト

山梨県都留市の全域

都留文科大学の卒業生が市内での雇用などを通して定着し活躍できる地域を目指
すとともに、多世代が、産業創出や起業等を中心として、地域課題の解決を図る
マインドを備えた人材となるよう、外部企業等のキャリア研修やオンライン・オ
フラインやデジタル環境等、既存の学びの枠にとらわれない多様な手法を活かし
て育成を図ると共に、こうした人材の経済発展や人づくりが、さらなるまちの魅
力向上や、若い世代が継続的に居住できる生活環境や雇用の創出に繋がる地域の
構築を目指す。

地方創生拠点整備交付金

47 山梨県 山梨県都留市
夏狩・湧水群エリアの地域資源を
活用した地域コミュニティの担い
手創出プロジェクト

山梨県都留市の全域

夏狩・湧水群エリアの自治会活動の新たな担い手を醸成するため、大学生を対象
に住民とのフィールドワークや、大学生提案によるまちづくりの実践を行う場の
創出を行う。また、新たな担い手だけでなく、現在活動に関わる担い手も人生
100年時代にふさわしく継続的に活動に関われるように健康寿命の延伸に係る取
組を実施し、本エリアにおける新規・継続的な地域コミュニティの担い手の醸成
を行う。

地方創生拠点整備交付金

48 山梨県 山梨県韮崎市
アウトドアシティにらさき　次世
代山岳観光プロジェクト

山梨県韮崎市の全域

本市の観光資源である山岳の利活用を促進するため、子どもから高齢者まで登山
が可能な甘利山の駐車場付近にある「甘利山グリーンロッジ」を山岳観光拠点と
して再整備し、体験型ツアーやネイチャーツアーの拠点として、また小規模MICE
の実施可能な施設として利活用を促進するとともに、市内の情報発信を行い山岳
地帯から市街地への導線の起点として機能させる。山岳観光拠点から新たに人や
お金の流れを生み出し、地域経済全体の好循環を創出していく。

地方創生拠点整備交付金

49 長野県 長野県伊那市 産学官連携拠点施設整備計画 長野県伊那市の全域

伊那市の取組により集まった地域外の農林業に関係する事業者と地域内のキープ
レーヤーとの繋がりを強化し、事業拠点となる産官学連携拠点施設を整備する。
本施設は、信州大学関連のベンチャー企業などが入居する。地方創生に関わるイ
ノベーターを集めるアイデアソンとビジネスアクセラレーションプログラムを実
施する場とすると同時に、農林業関係の先進的な取り組みを行う事業者や研究者
等を招いた研修の実施、本施設で活動する企業の製品展示や活動紹介、フィンラ
ンドをはじめとする海外、日本全国と情報交換を行う通信環境を整える。

地方創生拠点整備交付金

50 長野県 長野県伊那市
遊休施設を再利用した地域おこし
活動のための共同組織体の構築と
活動拠点の整備計画

長野県伊那市の全域

地域おこし協力隊・長谷地域集落支援員が人口増と地域活性へ取り組むために、
遊休施設化しているＣＮＨ舎(ケーブルテレビ中継局)を「長谷地域創生センター
（仮称）」として整備する。農林商工業分野に必要とする環境省事務所(自然保
護や各種届出の窓口)、美和土地改良区(当地域全ての農地及び施設管理)、南ア
北部遭対協(山林整備や鳥獣害対策活動含む)等が入居し、伊那市商工会長谷支部
(商工業団体の支援)も絡めて、農林商工業関連の公共的サービス機関を一か所に
集約することで、官民が連携し問題課題に対し迅速に対応する。

地方創生拠点整備交付金

51 長野県 長野県塩尻市
地域におけるデジタル人材育成・
確保×交通DXを加速化する拠点整
備計画

長野県塩尻市の全域

「交通DX分野を中核とした地域DX領域における先進的な都市機能の研究・開発・
実証・実装を官民連携によって持続的に展開するとともに、その過程においてデ
ジタル人材を育成・確保する場」として、コワーキングやシェアオフィス、交流
スペースの機能を有する施設の整備を通して、都市部の先進的な企業の誘致・定
着や地域住民の生活の質の向上に資するサービス・アプリケーションの創出、地
域事業者における新たなビジネス機会の創出、地域人材が活躍する場の創出等を
図り、デジタル田園都市の実現と活力ある地域社会の創造を目指す。

地方創生拠点整備交付金

52 長野県 長野県東御市
東御市移住体験交流促進施設整備
計画

長野県東御市の全域
市所有の旧教職員住宅を中長期滞在型の移住及び地域交流体験施設として整備
し、移住・交流施策に活用することで、「とうみ」への新しいひとの流れをつく
り、人口減少問題の克服、持続可能な活力ある地域社会の実現を目指す。

地方創生拠点整備交付金
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53 長野県 長野県富士見町
地域共生社会の実現のための地域
資源を活用した賑わいのある福祉
のまちづくり事業計画

長野県富士見町の全域

駅前商店街の活性化と地域共生社会の実現を目指し、商店街の空き店舗をリノ
ベーションし、総合的な福祉交流拠点を整備する。福祉に関わる多様な主体が集
い、交流し、情報を発信し、今まで福祉に関わりのなかった多様な主体との協働
による新たな事業の創出を図る。駅前商店街をフィールドとして、住民の生活課
題の解決に向けた重層的支援体制を展開し、行政、医療、福祉の専門分野の関係
機関、民間企業、地元商店主、ボランティアを中心とした地域住民が本拠点をハ
ブとして協働による福祉のまちづくりと地域活性化の実現を目指す。

地方創生拠点整備交付金

54 長野県 長野県原村
原村子ども子育て支援拠点整備事
業

長野県原村の全域

「安心して子どもを産み育てられる環境」を実現し、少子高齢化が進んでいる現
状から偏りのない年齢構造の形成と、子育て世代が自分に合った仕事と出会う場
を整備する。
全館wi-fi完備で、テレワーク個室、セミナーや会議、相談用の個室、妊婦、乳
幼児の親子、支援者が集える屋内公園のようなスペース及び日中の不登校や不登
校傾向児童等の居場所、放課後の居場所を備える。保護者向け就職相談会を開催
し、施設及び相談の予約はWeb対応する。
保護者らの交流やWeb活用により隙間時間を活用した多様な就労が可能となり得
る。

地方創生拠点整備交付金

55 長野県 長野県下伊那郡高森町
スポーツを通じた高森町の賑わい
創出事業

長野県下伊那郡高森町の全域

本町山吹地域にある「ほたるパーク」に隣接する民間事業者所有の建築物を町が
賃借し、年間を通じてスポーツに取り組める人工芝舗装の屋内多目的運動場を備
える「スポーツ拠点施設」（仮称）する。多目的運動場と併せて整備を行う多目
的広場、駐車場を活用してスポーツをコンテンツとした町内外の人々を結び付け
る各種スポーツ大会、イベント、教室等を開催することで、地域住民にとってス
ポーツに親しむ環境が整うだけでなく、新たな交流人口を創出し地域の賑わいを
生み出し地域活性化に寄与する施設とする。

地方創生拠点整備交付金

56 岐阜県 岐阜県
ソフトピアジャパン・スマート
ワーク推進拠点の整備

岐阜県の全域

　地方創生の実現における課題解決に向け、入居企業及び立地企業などがテレ
ワーク等を行うためのコワーキングスペースを、ソフトピアジャパン・ワーク
ショップ24内に整備する。コワーキングスペースでは、企業同士の交流を目的と
して、オープンスペースに加え小規模な打合せやWEB会議で利用するクローズス
ペースも設置する。また、IT企業の一大拠点であるソフトピアジャパンに5G等の
デジタル技術を活用する事業環境を整備することで、県内IT企業のイノベーショ
ン創出やビジネスマッチング促進に最大限の効果が得られる。

地方創生拠点整備交付金

57 岐阜県 岐阜県

ＤＸをぎふ花きの仕事創出につな
げる（花きの担い手育成支援施設
を拠点としたＤＸ技術の普及）施
設の整備

岐阜県の全域

花きに特化した担い手育成支援施設として、プラスチックフィルム被覆の鉄骨造
温室を基本とし、本県の主力である鉢花において一般的な給排水システムと一体
となった栽培ベンチ、周年栽培するために必要な加温・冷却装置を備えた施設
を、県の農業試験場内に全国に先駆けて整備する。花き生産者がＤＸ技術を体験
し、自らの経営への導入を積極的に検討してもらうため、温室内の温度、湿度、
CO2濃度を測定し、換気や遮光、冷暖房等を一括して自動制御できる環境制御装
置を備えた施設を整備する。

地方創生拠点整備交付金

58 静岡県 静岡県
静岡県農林技術研究所茶業研究セ
ンター施設整備計画

静岡県の全域

茶の需要の減少により、茶業関係者の収益性や茶を中心とした関連産業の活力が
低下している。そこで、茶の新たな需要の創出やニーズに応じた茶生産への転換
を進めるため、茶の製造や機能性成分分析、食品加工機能等を備えた施設を整備
し、茶の新商品や新たな栽培・加工・利用方法を開発することにより、茶業関係
者の収益性を高め、地域の稼ぐ力を強化することで、静岡ならではの魅力ある茶
業への再生につなげる。

地方創生拠点整備交付金

59 静岡県 静岡県
新たな魚種の種苗生産技術確立に
向けた量産実証施設整備計画

静岡県の全域

本県の種苗生産においては、ノコギリガザミやクエ等の魚種において、病気の発
症や水質の急変等による大量減耗が頻発するなどし、安定生産には至っていな
い。閉鎖循環システム等を備えた量産実証施設を整備することで飼育環境をコン
トロールし、新たな魚種の種苗生産技術を確立する。これにより、放流数を増加
させることで資源量が増加・安定し、漁業所得の向上につながる。

地方創生拠点整備交付金

60 静岡県 静岡県富士宮市
道の駅朝霧高原地域振興施設増築
等改修計画

静岡県富士宮市の区域の一部（朝霧
高原地区）

富士山の麓のまちである本市の強みを生かして地域の活性化を図るため、「道の
駅朝霧高原」の増築等改修を行う。①地場産品販売スペースの増設により、富士
山の麓の朝どれ野菜など地産地消の物産販売が強化され、地元農家、事業者の活
性化が図れるとともに、当該施設を拠点とした交流が創出する。②レストランに
おける富士山眺望に特化したテラス席の増設により、全天候型のテラス席を整備
し、道の駅朝霧高原でしか味わえない眺望・景観を堪能してもらいながら食事が
できるようにすることで、レストランの利用客・売上増加を図る。

地方創生拠点整備交付金

61 愛知県 愛知県
園芸優良種苗基核苗生産施設整備
事業

愛知県の全域

 本事業で行う施設整備により、高品質で生産性の高いオリジナル品種を安定的
に供給する体制が構築される。それにより、イチゴの産出額やフキの生産性（販
売単価）の増加を図り「稼ぐ力」を向上させ、農業を通した本県の活力向上を図
る。

地方創生拠点整備交付金

62 愛知県 愛知県西尾市
スポーツを核とした健康まちづく
り促進のための拠点施設整備再生
計画

愛知県西尾市の全域

西尾市総合体育館の観覧席を増設し施設の集客力を向上させることで、Ｖリーグ
を始めとした国内トップレベルの大規模大会やイベント等を誘致するとともに、
大会等の開催に合わせて本市の観光資源をＰＲする取組を実施し、スポーツ観戦
と観光資源を組み合わせたスポーツツーリズムを作り出すことで、観光入込客数
の増加や知名度の向上につなげる。またトップレベルの大会を観戦することで、
市民のスポーツに対する関心を高め、スポーツ実施率の向上につなげ、体育館の
利用率の向上を図るとともに市民の健康寿命の延伸を図る。

地方創生拠点整備交付金

63 愛知県 愛知県犬山市
コミュニティ参加促進　交流を通
じて定住したくなる地域の拠点整
備事業

愛知県犬山市の全域

犬山市では平成21年をピークに人口減少に転じており、男女ともに20～30代の若
者世代の流出が顕著である。本事業では、地域コミュニティ団体と人、人と人と
のつながりに着目して、地域コミュニティの活動のための拠点を整備（改修）
し、地域に住む住民たちの交流を促進することにより、地域の魅力や人の魅力を
発見することのできる機会を創出し犬山市への愛着を高めることで若者の転出を
くい止め、そうして残った若者の中から自主的に地域活動に貢献する新たなコ
ミュニティの担い手を発掘していく持続可能な地域づくりに挑戦する。

地方創生拠点整備交付金

64 愛知県 愛知県東海市
地域課題の解決や多世代交流を促
進するためのコミュニティを中心
とした活動拠点整備事業

愛知県東海市の全域

東海市では、「まちづくり基本条例」において市民と市がともに「協働・共創の
まちづくり」を推進することとしており、地域課題を解決し、持続可能な地域社
会の実現に向けた取り組みとして、モデル地区となった緑陽地区において、緑陽
敬老の家跡地等に市民館、児童館及び敬老の家の機能を一部集約化した緑陽コ
ミュニティの活動拠点を整備し、地域課題の解決や多世代交流をさらに促進等す
る。

地方創生拠点整備交付金

65 愛知県 愛知県弥富市
弥富金魚水族館（仮称：YaToMi
AQUA）整備事業計画

愛知県弥富市の全域

弥富市では少子高齢化による人口減少が進展する中、まちの賑わいの低迷や地場
産業である弥富金魚養殖業においては、後継者不足による担い手の減少が加速度
的に進むことが見込まれ、地場産業自体の存続も危ぶまれる。このような課題に
挑戦するため、弥富の金魚や地元の特産品を展示する情報発信拠点として弥富金
魚水族館を整備し、YouTube動画等のデジタルツールを活用しながら弥富金魚を
広告塔に“やとみ”の認知度を高め、新たな弥富ファンを呼び込むことで、まち
の賑わいを再生し、金魚養殖に携わる次世代の人材も確保していく。

地方創生拠点整備交付金
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66 愛知県 愛知県幸田町
幸田南部まちづくり交流拠点施設
整備事業

愛知県幸田町の全域

本町に古くから生活されている既存住民と、転入される新住民が、分け隔てな
く、気楽に交流することができ、一体感のあるコミュニティを醸成することで、
新旧住民の融合を図る「なめらかなまちづくり」により、定住人口の維持・拡大
を目指す。
また、「本光寺（国指定史跡：島原藩主深溝松平家墓所）」や「深溝断層（県指
定天然記念物）」などの歴史・文化資源を巡り、地域資源を活用した農業教育・
食育学習、深溝断層から三河地震の歴史を学ぶ防災教育など「新たな文化観光の
推進」により、関係人口の拡大を目指す。

地方創生拠点整備交付金

67 三重県 三重県いなべ市
温泉資源とデジタル技術を活用し
た周遊拠点整備

三重県いなべ市の全域

いなべ市を訪れる観光入込客の過半数を占めるにぎわいの森近隣の阿下喜温泉を
リニューアルし、宿泊機能を付加してにぎわいの森来訪者の長時間滞留の受け皿
とするとともに、アウトドアに親しみが薄い層の宿泊やワーケーション需要を取
り込むことで、いなべ市の特性を活かして整備を進めているにぎわいの森やアウ
トドア拠点への来訪者の市内周遊を実現する。

地方創生拠点整備交付金

68 三重県 三重県多気町
「五桂池ふるさと村」を核とし
た”食のまち多気”創生再生計画

三重県多気町の全域

ふるさと村は、当初より農業の振興や地域の活性化に資する役割を果たしてき
た。直近では食・農業を通じたガストロノミーの拠点として位置づけ「農業振
興」「賑わい創出」「キャリア教育」を基本方針とした取り組みを推進してお
り、ふるさと村を農業振興、ガストロノミーの拠点として整備していくため、現
状の宿泊機能のほかにも、研修施設、多目的施設といった様々な受入環境が必要
であり、それらの機能を備えた新施設を整備し、当町の食文化や農業を活かした
6次産業化や賑わい創出を推進する中核拠点としての役割を担うことを目指す。

地方創生拠点整備交付金

69 滋賀県 滋賀県守山市
守山市北部まち・ひと・しごと交
流拠点施設

滋賀県守山市の全域

守山市は、若い世代の流入が続き、人口は増加傾向にあるが、核家族化の進行
や、地域住民意識の低下により、自治会による地域活動への参加の減少をはじ
め、自治会役員等の高齢化による地域活動の担い手不足が顕在化しつつある。こ
のような課題に対応し、今後も若い世代の流入を維持するため、テレワークや遠
隔での会議・情報交換が可能な設備を備えた多目的室や交流スペース等を整備
し、地域おこしの核となる人材の発掘・育成の場や育児や介護中の住民がライフ
スタイルに合わせた新しい働き方を始められる場を創出する。

地方創生拠点整備交付金

70 滋賀県 滋賀県甲賀市
老人福祉センター佐山荘を活用し
た小さな拠点整備事業

滋賀県甲賀市の全域

本事業では、地域の自治力を高め、地域で活躍が期待される高齢者や女性等の活
躍の場を整備するため、老人福祉センター佐山荘を多世代活躍・交流等の拠点と
して整備します。具体的には、事業の中心を担う自治振興会の事務所を移転し、
地元雇用の事務局員による事務作業を行います。各部屋では放課後児童クラブの
運営やいきいきサロンなど多世代交流の促進や、交流イベント等に活用します。
なお、本施設は、市が所有権を保有したままで、経営支援を行い「佐山学区自治
振興会」が指定管理者として、自主財源を獲得しながら運営します。

地方創生拠点整備交付金

71 京都府 京都府
アート&テクノロジ－・ヴィレッジ
整備事業

京都府の全域

文化・芸術の垣根を越えた異業種・異分野・異目的の起業・人材の交流拠点を府
南部に整備し、新たな連携やアイデアが常に生み出される環境を創出するととも
に、交流拠点において幅広い分野に知見や人脈を持った事業クリエーターの伴奏
支援の下、学生と企業又は企業同士のマッチングを支援する。これにより、府内
の産業強化と雇用の創出を図り、東京一極集中ではなく、人や産業の流れを京都
府域に繋ぎ止める仕組みを構築する。

地方創生拠点整備交付金

72 京都府 京都府福知山市
北近畿デジタル田園都市拠点施設
整備計画

京都府福知山市の全域

 福知山市では、福知山公立大学と北近畿地域の企業、自治体、市民など多様な
セクターが強固に連携して主に地方におけるＩＣＴ技術の応用・実装に軸足を置
いての産業イノベーション創造、多世代高度情報人材の育成、安心安全な地域づ
くりに取り組むことを「福知山モデル」と銘打って地方創生の主要施策に位置付
けている。
　この「福知山モデル」の具現化を通じて地方大学を活用した地方創生の全国
トップランナーとなることを目指すとともに、情報化の果実を地方でこそ享受で
きる「北近畿デジタル田園都市」づくりに取り組んでいく。

地方創生拠点整備交付金

73 京都府 京都府福知山市
新鉄道館の整備による持続的な歴
史・文化の継承と誘客の拠点化計
画

京都府福知山市の全域

本市の地域資源である鉄道をテーマとし、「人・モノ・情報が集まり、繋がり、
ここを起点・結節点として、観光周遊や地域へのシビックプライドの醸成を図る
〈ハブ・ステーション〉」をコンセプトに、福知山城公園内に新鉄道館「福知山
鉄道館ポッポランド(仮称)」を整備し、地域内外への発信を通じた観光誘客、ま
た、その歴史の本質にある「人やモノ、情報や文化が行き交う“結節点”」であ
るという本市の普遍的な強み・魅力を伝え、シビックプライドを醸成し、愛着を
もって住み続けられる持続可能なまちづくりを目指す。

地方創生拠点整備交付金

74 京都府 京都府綾部市 綾部農村都市交流創生計画 京都府綾部市の全域

里山資源を活用し都市住民に滞在型農村体験等を提供しながら農村都市交流によ
る地域の活性化を図る拠点施設として運営してきた綾部市里山交流研修センター
を改築し、新たな機能を付加することで、これまでに行ってきた農村都市交流事
業をさらに進化、拡大させるとともに、コロナで生まれたリモートワークやワー
ケーションの需要を取り込むことで、地域の賑わいづくりや地域経済の活性化を
推進するととともに関係人口の増加や将来の移住・定住に結び付ける。

地方創生拠点整備交付金

75 京都府 京都府伊根町
伊根町伊根浦重要伝統的建造物群
保存地区の伝建物を活用した文化
振興・多世代交流施設整備計画

京都府与謝郡伊根町の全域

伊根町の観光資源は、伊根湾沿いに約230軒の舟屋が軒を連ねている伊根浦舟屋
群であり、この舟屋等の景観を核としたまちづくりを推進している。住民の生活
の満足度や幸福度を高めて定住人口の減少を抑制し、交流人口の拡大による観光
消費の増加、地域活性化の担い手となる関係人口の創出を推進するため、寄贈を
受けた伝建物を、文化・伝統の継承や発信、ワーケーション利用ができる機能を
有し、地域住民同士、地域住民と来訪者、来訪者同士が交流することのできる拠
点に整備して、ウィズコロナにおける地方創生を目指す。

地方創生拠点整備交付金

76 兵庫県 兵庫県神戸市
神戸アートビレッジセンターリ
ニューアル事業

兵庫県神戸市の全域

神戸アートビレッジセンターは令和３年で25年を迎える文化芸術施設である。こ
れまで同施設は関西アート界において、小劇場系演劇・現代美術の発掘・発展に
役割を果たしてきたが、時代に即した機能へと見直しを図り、アーティストや
アートに関心がある人々だけでなく、地域の人々や若者など一般の市民が日常的
に訪れ利用される開かれた施設としつつ、訪れた人がアートに出会うきっかけを
提供する事で施設の利用率を向上させ、地域活性化および文化芸術振興につなげ
る事を目指す。

地方創生拠点整備交付金

77 兵庫県 兵庫県南あわじ市
大鳴門橋周辺交通拠点施設整備事
業

兵庫県南あわじ市の全域

　大鳴門橋周辺地域は、世界遺産登録を目指す「鳴門海峡の渦潮」を有し、本市
を訪れる観光客の約２割が本地域を訪れるなど、観光・交流人口の拡大による地
域活性化を目指す本市にとって非常に重要な地域となっている。
　本事業で大鳴門橋周辺地域内に交通拠点となる施設を整備することにより、よ
り一層各観光施設への交通利便性が高まる。さらには、近隣府県等からの来訪者
が増加する。加えて、同施設において地域特産品の消費を拡大することにより、
地域の活性化を実現する。

地方創生拠点整備交付金

78 兵庫県 兵庫県加東市
加東市「にぎわい交流施設」整備
事業

兵庫県加東市の全域

加東市では、やしろショッピングパークBio周辺を「まちの拠点」と位置付け、
多様な機能の複合化・高度化による都市機能の充実に取り組んできた。
今回の、まちのシンボル・玄関口となる「にぎわい交流施設」の整備を足掛かり
として、官民協働により施設周辺のにぎわいや交流を創出し、都市機能が充実し
た利便性の高い、魅力ある「まちの拠点」形成を目指す。
また、「まちの拠点」形成の効果を市内全域へ波及させることにより、定住人口
の維持、交流人口の拡大、域内経済の活性化につなげ、将来にわたって活力のあ
るまちを目指す。

地方創生拠点整備交付金



番号 都道府県
作成主体名

（地方公共団体名）
地域再生計画の名称 地域再生計画の区域 地域再生計画の概要 活用する支援措置

第63回認定(令和４年３月25日認定分)　地域再生計画の概要

79 兵庫県 兵庫県新温泉町
新温泉町味原川文化伝承館整備計
画

新温泉町の区域の一部（味原川地
区）

新温泉町が世界に誇る海・山・温泉の地域資源や永年先人が培ってきた歴史や文
化、自然の保存・活用を通じて磨き上げながら、それぞれの地域の活性化に結び
つける必要性がある。その中心となるのは「人」であり、町民を取り込んだ関係
人口の拡大を図り、再び賑わいのある「まちづくり」「人づくり」を目指す。

地方創生拠点整備交付金

80 奈良県 奈良県
地域振興機能や観光ゲートウェイ
機能、防災機能を有する道の駅の
整備

奈良県奈良市の区域の一部（中町・
石木町地区）

中町「道の駅」について、「地域振興機能」、「公共交通の結節点機能」、「地
域観光のゲートウェイ機能」「防災機能」の４つの機能を担う道の駅として整備
する。具体的には以下の４つの基本方針に則り各施設を整備する。
　①奈良の新しい顔となる公共交通の結節点
　②奈良観光のゲートウェイとなる情報発信拠点
　③地域の農産物や特産品を提供する直売所などの地域振興拠点（農産物直売
所、レストラン等）
　④災害時には広域防災拠点としての役割を担う空間

地方創生拠点整備交付金

81 奈良県 奈良県奈良市

奈良市鴻ノ池運動公園及び旧奈良
監獄が連携した奈良の食・特産品
からつくりだす地域の魅力発信拠
点整備プロジェクト

奈良県奈良市の全域

奈良市としては、２０２５年の大阪・関西万博開催を見据え、最大の特徴である
観光産業をより伸ばすとともに、消費市場を支える定住人口の増加に資する取組
を行い、地域経済の活性化につなげて人口減少の課題解決を目指している。今後
ホテル等に改修される重要文化財旧奈良監獄の周辺に新たな人流が期待されると
ころ、著名な観光資源である社寺等以外にも点在する奈良の食・特産物といった
観光資源をＰＲする場とし、隣接する鴻ノ池運動公園との連携や周辺の周遊促進
施策などを通じて滞在型観光を推進する

地方創生拠点整備交付金

82 奈良県 奈良県奈良市

奈良市鴻ノ池運動公園及び旧奈良
監獄が連携した奈良の新たなイ
メージの発信拠点整備プロジェク
ト

奈良県奈良市の全域

奈良市としては、２０２５年の大阪・関西万博開催を見据え、最大の特徴である
観光産業をより伸ばすとともに、消費市場を支える定住人口の増加に資する取組
を行い、地域経済の活性化につなげて人口減少の課題解決を目指している。今後
ホテル等に改修される重要文化財旧奈良監獄の周辺に新たな人流が期待されると
ころ、著名な観光資源である社寺等以外にも点在する奈良の食・特産物といった
観光資源をＰＲする場とし、隣接する鴻ノ池運動公園との連携や周辺の周遊促進
施策などを通じて滞在型観光を推進する。

地方創生拠点整備交付金

83 奈良県 奈良県宇陀市
近鉄榛原駅前観光交流施設整備事
業

奈良県宇陀市の全域

　近鉄榛原駅南口に駅前交流施設を整備することにより、大和高原の玄関口であ
る榛原駅前の活性化を図るとともに、豊かな自然や歴史、地域資源を活用した周
遊による観光戦略を展開し来訪者の増加を図る。また、駅前のにぎわいに伴う駅
前商店街の活性化、農産物や特産品の利用・販売による基幹産業である農林業、
さらに商工業の活性化を図る。

地方創生拠点整備交付金

84 奈良県 奈良県宇陀市
奈良サテライトオフィスうだ整備
事業

奈良県宇陀市の全域

　近鉄榛原駅周辺は、少子高齢化社会の進展により空洞化が進み、駅前商店街で
は空き店舗も増加するなど駅前商店街の活力が低下している。大和高原の玄関口
である、榛原駅近くにサテライトオフィスを整備し、市内での労働者の掘り起こ
し、若年層の労働の幅を広げる環境づくり、都会からの労働者の受け入れ場所を
確保することにより、市内での雇用促進、関係人口の増加による経済の活性化と
人口減対策を図る。

地方創生拠点整備交付金

85 奈良県 奈良県三郷町
ＦＳＳ35スポーツパーク整備事業
計画

奈良県生駒郡三郷町立野北の一部

三郷町内にある大学が移転されることに伴い、都市の空洞化や関係人口の減少、
地域経済の衰退が懸念される。そこで、そのエリアを町が目指す全世代・全員活
躍型「生涯活躍のまち」の核となるエリア（ＦＳＳ35キャンパス）として、誰も
が個性と多様性を尊重され、生きがいを感じることが出来るエリアとして整備す
る。その1つとして、「ＦＳＳ35スポーツパーク」の整備を行い、高齢者の運動
機会の提供や、こどもや高齢者、障がい者や外国人等、このエリアに集まる多様
な方々が交流する場とし、関係人口の創出、地域経済の発展に繋げる。

地方創生拠点整備交付金

86 奈良県 奈良県曽爾村
（仮称）曽爾村地域総合センター
整備計画

奈良県曽爾村の全域

コロナ禍で本村への移住相談が増えているが、移住へとつながっていないケース
が多い。この課題を解決するために、住居、仕事、地域とのパイプ役等総合的に
移住希望者を支援する移住定住支援センターを設立、コワーキングスペースや貸
しオフィスを設置するため、廃校となった学校施設の改修工事を行う。また、地
域住民と来村者の交流活動を積極的に行い、関係人口の創出・拡大することで、
移住定住の促進、企業誘致、起業誘発につなげることを目指す。

地方創生拠点整備交付金

87 和歌山県 和歌山県有田川町
移住就業支援拠点施設「ふたがわ
寮」整備計画

和歌山県有田川町の全域

H31年に廃校となった旧城山西小学校を、おもに清水地域外から清水地域の企業
に就業する若者向けの寮や、地元企業へのインターンや農繁期における季節就労
者向けの中・短期滞在用宿泊所として改修し、地域の雇用の促進と農林業などの
地域産業の活性化を進める。また同時に、本町への移住（就業・就農・起業）を
希望する若者の相談窓口や、さらには地元住民が自由に利用できる交流スペース
を設け、地域住民との交流拠点として活用する。

地方創生拠点整備交付金

88 岡山県 岡山県 まきばの館リニューアル計画 岡山県の全域

岡山県美咲町にある「まきばの館」を拠点整備交付金を活用して「畜産の６次化
＋１」をコンセプトとした体験できる施設へ園全体をリニューアルして、来園者
の増加を図る。
リニューアル後のまきばの館では、畜産を中心に農林水産業の振興と結びつき、
農林水産業に対する理解醸成、県産農林水産物の消費拡大を図り、体験を通して
岡山の畜産物の魅力を発信する。また、地域の未来を担う子どもに地域と関わる
体験機会を提供することなどにより、地域に愛される施設を目指す。

地方創生拠点整備交付金

89 岡山県 岡山市
高松城址公園を中心とした歴史・
観光拠点整備事業

岡山市の全域

「第2期岡山市まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、「歴史・文化資源
を活かした観光誘客の促進」を「基本的方向」に位置づけており、これに基づい
て、豊臣秀吉の水攻めで知られる「高松城址公園」の資料館を新設し、同資料館
の所有する貴重な歴史的資料や、高松城址の歴史や水攻めの様子等を説明するパ
ネルを効果的に展示し、また、視聴スペースを設け、解説動画やVR映像を視聴で
きるようにする等、観光地としての魅力を高め、国内外からの観光客を呼び込
み、観光客数の増加、観光消費額の増加を目指す。

地方創生拠点整備交付金

90 山口県 山口市
阿知須地域活性化プロジェクト
「道の駅きららあじす」整備計画

山口市の区域の一部（阿知須地域）

阿知須地域の交流拠点であり、地域経済を下支えする役割を担う道の駅「きらら
あじす」において、スポーツツーリズム・ワーケーション等への対応も見据え、
レストラン、カフェ機能を備えた休憩機能、農産物・特産品販売機能及び情報発
信機能の強化を行う。また、博覧会などの大規模イベントが開催され、多彩なス
ポーツが楽しめる山口きらら博記念公園等との連携強化による更なる誘客促進の
取組を行うことで、新たな交流を創出し、道の駅の売上の向上を図り、農業をは
じめとした地域経済の活性化と地域における新たな雇用の創出につなげる。

地方創生拠点整備交付金

91 徳島県 徳島県
林業の成長産業化の実現に向けた
とくしま林業アカデミープラス人
材育成施設整備事業

徳島県の全域

　徳島県では充実する森林資源を背景に，県産材の生産拡大を推進しているが，
担い手の育成確保が喫緊の課題となっており，最先端スマート技術の活用し，生
産性の向上，労働環境の改善を目指す「スマート林業プロジェクト」を策定し
「とくしま林業アカデミー」による林業技術者育成や，現場技能者のリカレント
教育を強力に推進している。今後，ＤＸの活用した一層の増産を担う人材の育成
確保により，「森林・林業を核とした地方創生」を実現することを目指す。

地方創生拠点整備交付金
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92 徳島県 徳島県美馬市
スマート農業（ＩｏＴ水耕栽培施
設）導入による地域の担い手人材
確保・育成計画

徳島県美馬市の全域

(株)マイナビと連携し、人口減少の歯止めや農関連事業の担い手を移住者に求め
ると共に、耕作放棄地の増加を一体的に解決するため、スマート農業システムで
あるＩｏＴ水耕栽培施設とワーケーションルームを兼ね備えた、半農半ＩＴ四国
初のアグリワーケーション施設「ＭＩＭＡワーケーションファーム」を整備しま
す。ＩＣＴ環境（光通信網等）が整備された美馬市でのテレワークに不都合のな
い新しい働き方の実体験を通して、転職なき移住を可能とし、水耕栽培施設での
栽培体験や農業トレーニングによる新規就農者の確保にも取り組みます。

地方創生拠点整備交付金

93 香川県 香川県三豊市
宝山湖ボールパーク夢いっぱいプ
ロジェクト

香川県三豊市の全域

人口減少や少子高齢化が深刻化する本市では、すべての市民が健康でいきいきと
暮らす中で、子どもたちは夢の実現に向けて多様な学びや経験を得ることがで
き、豊富な本市の資源等を活用した活発な企業活動が人流やにぎわいをもたらす
まちをめざし、宝山湖ボールパーク夢いっぱいプロジェクトに取り組む。

地方創生拠点整備交付金

94 愛媛県 愛媛県西予市
西予市地域づくり活動センター整
備事業（下泊地区）

愛媛県西予市の全域
これから直面する人口減少を起因とする様々な地域課題に立ち向かうことのでき
る自主自立の地域社会づくりを図り、また、住民自治と行政との協働の場を創設
するための拠点施設を整備する。

地方創生拠点整備交付金

95 高知県 高知県 こうちの地鶏販売基盤強化事業 高知県の全域

種鶏(クキンシャモ)の能力向上に関与する研究と安定的な種鶏供給のための種鶏
舎を整備することで高知県の特産鶏「土佐はちきん地鶏」の増体能力を向上する
ことにより、産地における飼料効率向上による生産性及び収益性の向上を図る。
これにより既存生産者の増羽や新規参入を促進するとともに、精肉や加工品の販
売をはじめ飲食業や観光業など、更なる産業活性化による雇用の創出とそれに伴
う人口の増加により地域の活性化を目指す。

地方創生拠点整備交付金

96 高知県 高知県

四国カルストの拠点施設整備によ
るバリアフリーな自然体験観光地
づくりと魅力あるまちづくりプロ
ジェクト

高知県の全域

知名度が高く重要な観光資源である四国カルストの魅力を十分に活かし、地域へ
の新たな人の流れをつくるために、四国カルストキャンプ場の再整備を実施す
る。再整備にあたっては、コンセプトである「満天の星空」をテーマとし、野外
においてもバリアフリー化を進め、様々な人が仲間とともに自然を楽しめる魅力
ある観光拠点づくりを進める。これにより、四国カルストを核として、津野町や
関係機関とも連携しながら地元産業の活性化を進めることで「若者が定住する魅
力あるまち」「住民一人ひとりが誇りをもって暮らせるまち」づくりを行う。

地方創生拠点整備交付金

97 高知県 高知市
鏡梅の木地域小さな拠点整備事業
計画

高知市の区域の一部（鏡地域の梅ノ
木、増原、葛山、小山）

人口減少・高齢化が進行する中山間地域において、地域住民が主体となり、地域
課題やニーズに対する様々な地域活動を、地域ぐるみで継続的に取り組んでいく
ための活動拠点「集落活動センター」を建設、及び活動に必要な機能を整備し、
住民同士や地域内外との交流人口の創出のほか、特産品の加工・販売による収益
増を目指した活動に取り組む。併せて、地域住民の健康状態の把握・管理や介護
予防等を目的に、デジタル技術を活用したスマートヘルスケアを実施し、地域住
民がいつまでも住み慣れた地域で暮らし続けられるための環境を整備する。

地方創生拠点整備交付金

98 高知県 高知県宿毛市
道の駅すくもサニーサイドパーク
再生事業

高知県宿毛市の全域

本市は、高知県内でも早くから開けた集落で、海・山・川の豊かな自然が人を育
み、人情や気風が培われた、歴史・文化のあるまちです。本事業では、建設から
30年が経過し、施設の老朽化や利用者ニーズとの乖離により集客力が低下してい
る道の駅すくもサニーサイドパークを、市内外から誘客できる観光交流拠点とす
べく全面リニューアルを行います。自然豊かなロケーションを活かしたキャンプ
やマリンアクティビティ等の事業展開や、キッチンカー等で営業が可能なスペー
スの整備により外商力を向上させ、地域経済の活性化を目指します。

地方創生拠点整備交付金

99 高知県 高知県土佐清水市

新土佐清水市地場産品販売施設整
備事業～道の駅めじかの里土佐清
水特産品開発・物販等拡大プロ
ジェクト～

高知県土佐清水市の全域

土佐清水市は、豊かな自然環境と黒潮がもたらす恵まれた水産資源により、農林
水産業・観光業を基幹産業として発展してきたが、近年は過疎・高齢化が進み基
幹産業が衰退してきている。今回、道の駅の整備を行うことで基幹産業振興のた
めの基盤整備を図り、道の駅を中心とし交流人口による商業・地場産業の振興を
図る。また、道の駅出展者の所得向上に寄与するだけでなく、雇用の安定と就労
機会の確保に努める。さらに、道の駅を拠点とし本市の特性や強みを活かした魅
力的な情報を発信することで活力あるまちづくりを目指す。

地方創生拠点整備交付金

100 福岡県 福岡県
果樹新品種開発加速化のための研
究拠点整備計画

福岡県の全域

本県農業振興の重要な柱のひとつである果樹の新品種開発を加速する施設を整備
し、付加価値の高い新品種を迅速に開発、普及することで、生産者の経営基盤を
強化することにより、稼げる農業を実現する。
さらに、整備した施設で県内事業者の開発するスマート農業機器等の実証や改良
を行うことで、スマート農業機器等の導入による生産者の生産性向上とIoTやロ
ボット等の成長産業の振興につなげる。
これらの取組により、だれもが住み慣れたところで働くことができる「魅力ある
雇用の場」をつくり、地方創生を図る。

地方創生拠点整備交付金

101 福岡県 福岡県直方市
中心市街地賑わいづくり施設整備
計画

福岡県直方市の全域

中心市街地の遊休資産を市の施設としてリノベーションを行い、郊外にある子育
て支援センターを移設し、併せて一時預かり保育事業所や地元農産物を中心とし
た飲食や地元物産品や６次産品を取り扱う商業店舗が入居可能な施設とし、様々
な都市機能を有し様々な人々が集まる賑わいのある場所にしていくことで、中心
市街地への民間投資を促し、様々な経済活動を活性化させていく。

地方創生拠点整備交付金

102 福岡県 福岡県田川郡添田町
添田町交流・にぎわいプロジェク
ト

福岡県田川郡添田町の全域

町に新しい人の流れをつくり、観光によるまちづくりを推進し、交流人口の拡大
による経済の活性化や定住のきっかけを創出するために、町のにぎわいを形成す
る拠点である「道の駅歓遊舎ひこさん」周辺に森林を活かしたアクティビティ施
設を整備し、強力な体験型コンテンツを創出するとともに、施設を交流拠点とし
て位置づけ、情報発信や回遊性を高めるための取り組みを行う。

地方創生拠点整備交付金

103 佐賀県 佐賀県
ＩＣＴを活用した「佐賀牛」の生
産教育施設整備事業

佐賀県の全域

農業大学校に新しいモデル牛舎一式を建設し、大型作業機械やICT機器を活用し
た省力化と温暖化による夏場の高温事故防止、近年問題となっている家畜伝染病
予防に対応した新たな和牛繁殖及び肥育の高度な飼養管理技術を実証し、繁殖農
家、肥育農家、関係機関への情報発信とセミナーを通して、繁殖農家の規模拡大
や肥育農家の繁殖肥育一貫経営への移行を促すことで所得向上と経営安定化を図
る。これにより「佐賀牛」のブランド力の維持強化及び農村地域における雇用増
など農業を中心とした好循環を目指す。

地方創生拠点整備交付金

104 佐賀県 佐賀県

北山湖エリア自然体験施設再整備
事業～こどもの声がこだまする
新しい日常を契機とした地域活性
化プロジェクト～

佐賀県の全域

福岡県福岡市に隣接する北山湖エリアを「佐賀県の北の玄関口」として県内周遊
の入口、拠点化するため、官民一体となって、当県の豊かな自然環境を活かした
滞在・自然体験の拠点として、県営キャンプ場及び21世紀県民の森のリニューア
ルに取り組み、直売所や温泉施設等の点在する施設をつなぐ。また、北山湖エリ
アを「通過型観光」から「滞在体験型観光」のステージにステップアップするこ
とにより、北山湖エリア全体の地域消費拡大と交流人口拡大を図り、地域活性化
を実現することを目指す。

地方創生拠点整備交付金
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105 熊本県 熊本県

熊本地震の経験や教訓等を未来に
語り継ぐ熊本地震震災ミュージア
ム体験・展示施設整備プロジェク
ト

熊本県の全域

平成２８年熊本地震・新型コロナウイルス・令和２年７月豪雨災害というトリプ
ルパンチに見舞われている中、本県に甚大な被害をもたらした平成２８年熊本地
震の経験、教訓等と熊本が誇る自然の豊かさや熊本地震から復旧・復興を遂げる
姿を発信する熊本地震震災ミュージアム中核拠点「体験・展示施設」を整備する
ことで、本県の交流・関係人口の拡大、ひいては移住定住の促進や地域産業の回
復による地域活性化を通じた熊本地震からの創造的復興の推進を図り、本県の地
方創生を深化させる。

地方創生拠点整備交付金

106 熊本県 熊本県小国町 北里柴三郎記念館拠点整備事業 熊本県小国町の全域

小国町の基幹産業である観光業は、熊本地震や新型コロナウィルス感染症の影響
により疲弊している。そのような中、2024年に発行される新千円札肖像画に、小
国町出身であり近代医学の父と称される北里柴三郎博士が決定した。その契機
に、北里柴三郎記念館をデジタル技術を活用したシアタールームなどの整備を行
い、安心安全な滞在型観光拠点とし、観光入込客数と観光消費額の増加を図るこ
とで、観光業などに利益の還元をするとともに、それに関わる雇用の創出など、
地域経済の活性化と人口流出抑制を目指す。

地方創生拠点整備交付金

107 熊本県 熊本県阿蘇郡高森町
高森駅舎観光拠点施設整備事業計
画

熊本県阿蘇郡高森町の全域

南阿蘇鉄道高森駅を始めとした周辺施設を観光の玄関口機能、交通結節機能、コ
ミュニティ機能等を備えた複合施設として、一体的に整備する。観光のゲート
ウェイとして、高森駅舎内に町内各地の観光情報を発信する機能や、阿蘇五岳と
列車のツーショットが望める待機室、本町の特産品等を販売するスペースを整備
し、本町の魅力をアピールするとともに鉄道利用者を始めとした観光客が気軽に
滞在できるようにすることで、町内各所への周遊性を高め、観光消費拡大を図
る。

地方創生拠点整備交付金

108 熊本県 熊本県芦北町
芦北町の地域資源を活かした御立
岬公園拠点整備事業

熊本県芦北町の一部（田浦町地区）

本町の人口は急速に減少を続け、地域経済や社会インフラ、コミュニティを維持
していくためには、定住人口の減少分を補うため都市圏から地方への交流・関係
人口を生み出す取組みや、定住人口の増加に資する移住定住につながる取組みが
必要である。
そこで、本町のキャンプ場やロッジ周辺のWi-Fi環境整備や受入環境整備を行
い、観光を切り口にワーケーション利用者を都市圏等から呼び込み、交流・関係
人口を獲得することで、地域経済の底上げを図り将来的に移住定住や企業誘致を
目指す。

地方創生拠点整備交付金

109 大分県 大分県豊後高田市
「恋人の聖地」夕陽を愛でる日本
一の聖地づくりプロジェクト

大分県豊後高田市の全域

「真玉海岸」にある狭隘で老朽化し、観光客ニーズに即していない現行施設を除
却し、それに代わる新たな観光交流拠点施設を整備し、「真玉海岸」、「恋人の
聖地関連観光地」、及び「本市全体」の活性化の拠点とする。真玉海岸では夕陽
鑑賞や潮干狩り以外の集客力が大きな課題となっているため、新施設において、
AR（拡張実現）技術を活用した夕陽鑑賞や、オンラインでのヨガ講座、ミーティ
ング開催を可能とするなど、デジタル技術を活用したコンテンツ造成を行い、周
年で観光客に施設利用を訴求できる新たな魅力を付加する。

地方創生拠点整備交付金

110 宮崎県 宮崎県
屋外型トレーニングセンターを拠
点としたスポーツランドみやざき
推進計画

宮崎県の全域

宮崎県では、年間を通して野球やサッカー等、多くのスポーツキャンプが実施さ
れており、毎年多くの観客を集めている。また、プロスポーツキャンプ地として
の知名度の高まりにより、アマチュア合宿を含め県外から多くのスポーツキャン
プ・合宿の実績がある。このようなスポーツキャンプ・合宿は本県観光の柱であ
り、賑わい創出に大きく寄与している。今回、新たなスポーツキャンプ・合宿の
受け皿を整備し、これまで以上に人流を増加させ、様々な産業分野での収益を生
み出すことで、スポーツを柱とした本県観光の振興・経済の活性化を図る。

地方創生拠点整備交付金

111 鹿児島県 鹿児島県枕崎市
地域課題解決のためのＩＣＴ拠点
整備事業

鹿児島県枕崎市の全域

廃校である旧金山小学校を地域課題解決のためのＩＣＴ拠点として整備し、ＩＴ
分野の公共職業訓練（離職者訓練）やＩＴ人材育成及び研修、プログラミング教
室、地元生産者・企業等のＩＴ導入支援等を行い、本市のＩＴ人材不足やデジタ
ルデバイドを解消し、ＩＴリテラシーの向上を図ることで、産業・企業・地域の
デジタル環境の構築を促進し、地域の稼ぐ力の向上と地域経済の好循環を図る。

地方創生拠点整備交付金

112 鹿児島県 鹿児島県曽於市 南九州畜産獣医学拠点事業 鹿児島県曽於市の全域

本事業は，当市と鹿児島大学が連携し，平成28年３月に閉校した鹿児島県立財部
高校跡地の施設等を国際水準の畜産獣医学の実践的学部教育と専門的学び直し教
育の拠点に整備することで，全国から教育研究課程を受講希望する獣医学部生を
受け入れ，農畜産業を取り巻く大きな環境変化に対応できる能力を備えた獣医師
を養成するとともに，当該施設の人材・施設等を活用し，地域の畜産関係者及び
畜産農家に最新の家畜防疫技術等の学びの場を提供することにより，人材の育
成・確保と新しい人の流れを生みだすことを目指すものである。

地方創生拠点整備交付金
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